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෍۠と無ॲ理۠でࠩはみられなࢄˋ1
かった（ද ，ら（2005）は౻ࠤ。（�3
b έイオ΢βクϥ ` に対するԹ౬ॲ理
後のシアφミド 1.0ˋॲ理により，Ֆ
หのҤॖなどの薬害が起きたことを報
告しているが，本実験においてはՖห
の異ৗは֬ೝされなかった。Ֆห৭ࠩ
では，b ҏ౾౔ං ` については，11 ݄
෍۠において無ॲ理۠と比較しࢄˋ1
て -� が低く，a� およͼ C� がߴかっ
た。l ౔ංനՖ z については，11 ݄
෍۠において無ॲ理۠と比較しࢄˋ1
て -� が低かった（ද �3）。バϥやス
プレーΪクでは，ؾԹが下がるほどՖ
のアントシアニン量が増加し，Ֆ৭が
濃くなることが஌られている（໺࡚ら 
2005，2006ʀࠤࢤɾߴ໺ 1964）。本

実験では，11 ݄ ෍۠でࢄˋ1 1 ݄ 16
日，無ॲ理۠で 2 ݄ 21 日にՖを採取
したが（ද �3），1 ݄ 16 日は 2 ݄ 21
日よりもؾԹが低い（ਤ �5）。このた
め，シアφミド剤ࢄ෍によりࢄ෍۠の
։Ֆがૣまり，無ॲ理۠よりもؾԹが
低い時ظをܦて։Ֆした（ਤ �6）こ
とがՖ৭のม化につながった可能性が
あるが，カϥーチャートでのࠩはみら
れなかったことから（ද ৆す؍，（�3
るうえでは໰題ないと考えられた。

·ͱめ

以上の結果から，b ҏ౾౔ං ` およ
ͼ l ౔ංനՖ z において，11 ݄த०
の 1ˋ濃度シアφミド剤ࢄ෍により，

b ҏ౾౔ං ` およͼ l ౔ංനՖ z とも
に։Ֆ時ظが 35 日ૣまることが໌ら
かとなった。本ٕज़のಋೖにより，b ҏ
౾౔ං ` およͼ l ౔ංനՖ z の年಺։
Ֆが可能となることから，ࠓ後の؍光
໘での活用がظ଴される。
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図-6 シアナミド剤散布による‘伊豆土肥’および“土肥白花”の開花᪩期໬のᵝᏊ

2012年1月6日に᧜影

2011年11月8日にシアナミド濃度1％希釈液を1ᶞ当たり約25 Ｌ，噴霧器を用いて散布した

図中の㉥▮༳がシアナミド剤散布ᶞ，㟷▮༳が無処理ᶞ

‘伊豆土肥’ “土肥白花”
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図-5 2011年11月㹼2012年3月の伊豆ᕷඵᮌἑにおける

日ᖹᆒẼ の᥎⛣

日ᖹᆒẼ 

松田ら（2018）を一部改変
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ฏ成 28 年の農ۀ総産出ֹは 9 ஹ 2,025 ԯԁ（対લ年増ݮ
率 4.6ˋ増加）とฏ成 12 年以降で最もߴい水準をࣔした。౎
道෎県別の順Ґをみると，1 Ґが๺ւ道で 1 ஹ 2,115 ԯԁ，
次いで茨城県が 4,903 ԯԁ，ࣛࣇౡ県が 4,736 ԯԁ，ઍ༿県
が 4,711 ԯԁ，࡚ٶ県が 3,562 ԯԁの順となっている。また，
෦໳別の産出ֹでは，ச産が໿ 35ˋ，໺ࡊが໿ 28ˋ，米が
18ˋ，Ֆきが̐ˋを઎めている。

主要෦໳について，౎道෎県別の農ۀ産出ֹのϕスト 10 を

ද �1 にࣔした。なお，ഴ類にはখഴ，࿡৚大ഴ，ೋ৚大ഴ，
はͩかഴ等が，౾類には大౾，いん͛んまめ，খ౾，らっかͤ
い（からつき）が，いも類にはかんしΐ，ばれいしΐがؚまれる。

また，農ۀ産出ֹಛ化係数をද �2 にࣔしたが，例えば A 県
の : ෦໳の構成比が全国の構成比より大きいときは，A 県の
: ෦໳のಛ化係数が「1.0」より大きくなり，A 県の農ۀ産出
ֹは全国に比べて : ෦໳にಛ化していることをࣔすࢦ標であ
る。ɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹ（,.0）

ฏ੒��೥ओཁ෦໳の農࢈ۀग़ֹʢ౎ಓ෎ݝผʣͱಛԽ܎数　౷ܭσʔλ͔Β

1 ໭ᾏ㐨 12,115 ᪂₲ 1,484 ໭ᾏ㐨 165 ໭ᾏ㐨 196 ໭ᾏ㐨 780 ໭ᾏ㐨 2,206 㟷᳃ 853 ឡ▱ 572 ໭ᾏ㐨 6,986

2 Ⲉᇛ 4,904 ໭ᾏ㐨 1,167 ᰣᮌ 42 ༓ⴥ 101 Ⲉᇛ 306 Ⲉᇛ 2,150 ࿴ḷᒣ 702 ༓ⴥ 187 㮵ඣᓥ 2,958

3 㮵ඣᓥ 3,562 ⛅⏣ 944 ⚟ᒸ 24 රᗜ 27 㮵ඣᓥ 266 ༓ⴥ 1,927 ᒣᙧ 690 ⚟ᒸ 179 ᐑᓮ 2,206

4 ༓ⴥ 4,711 ᒣᙧ 804 బ㈡ 23 ᐑᇛ 21 ༓ⴥ 235 ⇃ᮏ 1,321 㛗㔝 557 ᇸ⋢ 178 ᒾᡭ 1,578

5 ᐑᓮ 3,562 Ⲉᇛ 794 ⩌㤿 12 బ㈡ 21 㛗ᓮ 129 ឡ▱ 1,127 ឡ፾ 555 㟼ᒸ 177 ༓ⴥ 1,354

6 ⇃ᮏ 3,475 ᐑᇛ 712 ᇸ⋢ 11 ⚟ᒸ 21 ᐑᓮ 88 ⩌㤿 1,070 ᒣ᲍ 541 㛗㔝 150 Ⲉᇛ 1,257

7 㟷᳃ 3,221 ⚟ᓥ 692 ⇃ᮏ 6 ⛅⏣ 16 ᚨᓥ 84 ᇸ⋢ 1,047 㟼ᒸ 331 Ⲉᇛ 140 ⇃ᮏ 1,141

8 ឡ▱ 3,154 ༓ⴥ 666 Ⲉᇛ 5 Ⲉᇛ 16 ⇃ᮏ 50 ᰣᮌ 964 ⇃ᮏ 314 㮵ඣᓥ 130 ⩌㤿 1,124

9 ᰣᮌ 2,863 ᰣᮌ 608 ឡ▱ 5 ⁠㈡ 15 㟼ᒸ 40 㛗㔝 897 ⚟ᓥ 271 ⇃ᮏ 102 ᰣᮌ 1,020

10 ⩌㤿 2,632 ᒾᡭ 511 ᒸᒣ 5 ᪂₲ 14 ᇸ⋢ 14 㟷᳃ 863 ⚟ᒸ 241 Ἀ⦖ 101 㟷᳃ 918

44,199 8,382 298 448 1992 13,572 5055 1916 20,542

47.5 50.6 51.5 77.4 83.3 53.1 60.8 54.3 63.7
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ⰼ䛝 ␆⏘ྜィ 㯏㢮 ㇋㢮 䛔䜒㢮 㔝⳯㡰
఩ 㻝㻢㻘㻡㻣㻥䠄㻝㻣㻚㻤㻑䠅 㻡㻣㻥䠄㻜㻚㻢㻑䠅 㻡㻣㻥䠄㻜㻚㻢㻑䠅 㻞㻘㻟㻥㻝䠄㻞㻚㻢㻑䠅 㻞㻡㻘㻡㻢㻣䠄㻞㻣㻚㻡㻑䠅 㻤㻘㻟㻟㻟䠄㻥㻚㻜㻑䠅 㻟㻘㻡㻞㻥䠄㻟㻚㻤㻑䠅

ᐩᒣ 3.78 బ㈡ 4.83 ⁠㈡ 3.75 㛗ᓮ 3.17 㧗▱ 2.22 ࿴ḷᒣ 7.02 ឡ▱ 4.78 㮵ඣᓥ 1.79

⚟஭ 3.44 ᰣᮌ 4.05 ༓ⴥ 3.45 ᚨᓥ 2.97 ᮾி 2.18 ᒣ᲍ 6.72 ᮾி 4.05 ᐑᓮ 1.78

᪂₲ 3.22 ໭ᾏ㐨 3.76 ໭ᾏ㐨 2.60 ໭ᾏ㐨 2.51 ⚄ዉᕝ 2.05 ឡ፾ 4.62 Ἀ⦖ 2.60 ᒾᡭ 1.74
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